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（仮称）韮崎市民交流センター
基本概要案にご意見をお寄せください !

◆
概
要
案
の
閲
覧
方
法
お
よ
び

　
　
　
　

ご
意
見
な
ど
に
つ
い
て

　

書
式
は
任
意
で
す
が
、
意
見
の
要
旨

お
よ
び
そ
の
理
由
と
、
住
所
、
氏
名
、

連
絡
先
を
ご
記
入
の
う
え
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
閲
覧
場
所

　

◇
市
役
所
１
階
情
報
コ
ー
ナ
ー

　

◇
市
役
所
３
階
企
画
財
政
課

　

◇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.city.nirasaki.lg/jp/art5

9
8

■
お
問
い
合
わ
せ
・
送
付
先

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
３
５
５
）

　

kikaku@
city.nirasaki.lg.jp

■閲覧期間
　２月２５日（木）～３月２４日（水）
　８時３０分～１７時３０分
　※土・日曜日、祝日は除く

■ご意見の受付期限
　３月２４日（水）
　※郵送は当日消印有効

　

市
で
は
、
昨
年
10
月
、
韮
崎
駅
前
施

設
（
旧
ル
ネ
ス
）
の
取
得
と
建
物
の
再
利

用
、
施
設
整
備
・
機
能
導
入
に
つ
い
て
の

基
本
方
針
を
ま
と
め
た
（
仮
称
）
韮
崎
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
公

表
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
・
ご

要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

12
月
議
会
で
土
地
・
建
物
の
取
得
に
つ
い

て
議
決
を
い
た
だ
き
、
１
月
に
登
記
手
続

き
も
完
了
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
来
年
７
月
頃
の
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
基
本
設
計
を
す
す

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
び
図
書
館
を
は
じ
め
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
現
時
点
に
お
け
る
フ

ロ
ア
ご
と
の
整
備
方
針
や
機
能
配
置
に
つ

い
て
取
り
ま
と
め
た
基
本
概
要
案
を
作
成

し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
公
表
し
て

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
広
く
ご
意

見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

　

ご
自
分
の
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
課

税
内
容
を
知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
と
し
て
、
ま

た
、
他
の
土
地
や
家
屋

の
価
格
と
比
較
し
て
自

分
の
資
産
価
格
が
適
正

で
あ
る
か
を
判
断
で
き

る
よ
う
に
、
閲
覧
・
縦

覧
と
い
う
制
度
が
あ
り

ま
す
。
今
年
も
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
自
己
資
産

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
閲
覧
・
縦
覧
の
無
料
期
間

　

４
月
１
日（
木
）

　
　
　
　

～
５
月
31
日（
月
）

　

８
時
30
分
～
17
時
30
分

※
土
、
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

■
閲
覧
・
縦
覧
場
所

　

税
務
課
固
定
資
産
税
担
当
窓
口

■
閲
覧
制
度
と
は

　

閲
覧
と
は

納
税
義
務
者

等
が
自
己
の

固
定
資
産
課

税
台
帳
を
見

る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。
こ
の
閲
覧
は
い

つ
で
も
で
き
ま
す
が
、
無
料
期
間

は
こ
の
期
間
だ
け
で
す
の
で
（
期

固定資産課税台帳の確認を
自己資産をチェックしよう

間
外
は
１
件
３
０
０
円
の
手
数
料

が
か
か
り
ま
す
）、
皆
さ
ま
が
所

有
し
て
い
る
固
定
資
産
を
確
認
い

た
だ
き
、
疑
問
や
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
納
税
義
務
者
以
外
の
方
が
閲
覧

　

す
る
場
合
に
は
委
任
状
が
必
要

　

で
す
が
、
借
地
借
家
人
等
の
場

　

合
は
、
契
約
書
等
の
権
利
関
係

　

を
示
す
書
面
に
よ
り
委
任
状
に

　

代
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
制
度
と
は

　

縦
覧
と
は
固
定
資
産
税
の
納
税

者
が
、
自
己
の
所
有
す
る
土
地
や

家
屋
の
評
価
額
と
、
他
の
土
地
や

家
屋
の
評
価
額
を
比
較
す
る
こ
と

に
よ
り
、
評
価
額
が
適
正
で
あ
る

か
を
確
認
で
き
る
制
度
で
す
。
縦

覧
期
間
は
こ
の
期
間
の
み
に
な
り

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
を
利
用
い

た
だ
き
、
疑
問
や
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
手
数
料
は
無
料
で
す
）

※
縦
覧
対
象
者
は
固
定
資
産
税

　

の
納
税
者
で
す
。
納
税
者
以
外

　

の
方
が
縦
覧
す
る
場
合
に
は
委

　

任
状
が
必
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
固
定
資
産
税
担
当

（
内
線
１
５
６
～
１
５
８
）

あなたの「ご意見」
お待ちしてます！



�

2010.03

■
支
給
対
象
者

　

平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に
出
生
し

　

た
子
ど
も
を
監
護
し
、
そ
の
子
ど
も

　

と
一
定
の
生
計
関
係
に
あ
る
父
母
等

　

（
所
得
制
限
な
し
）

■
支
給
期
間

　

子
ど
も
が
15
歳
到
達
後
、

　

最
初
の
３
月
ま
で

■
支
給
額

　

子
ど
も
一
人
に
つ
き

　

毎
月
一
律　

１
３
、０
０
０
円

■
支
給
月

　

６
月
（
４
月
～
５
月
分
）

　

10
月
（
６
月
～
９
月
分
）

　

２
月
（
10
月
～
１
月
分
）

※
平
成
23
年
２
月
・
３
月
分
手
当
に
つ

　

き
ま
し
て
は
、
平
成
23
年
６
月
の
支

　

払
と
な
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
平
成

　

23
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
に
つ

　

き
ま
し
て
は
、
国
に
お
い
て
決
定
し

　

ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

詳
細
が
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
子
ど
も
手
当
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

　

在
国
会
で
審
議
中
の
た
め
、
お
知
ら

　

せ
し
た
内
容
に
変
更
が
あ
る
可
能
性

　

が
あ
り
ま
す
が
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

　

国
で
決
定
次
第
、
改
め
て
詳
細
を
お

　

知
ら
せ
し
ま
す
。

■子ども手当について
　のお問い合わせは…
　　福祉課子育て支援担当
　　（内線１７３～１７５）

　

母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
等

事
業
は
、
就
職
を
容
易
に
す
る
た
め
に

必
要
な
資
格
を
取
得
す
る
た
め
、
養
成

機
関
に
お
い
て
２
年
以
上
の
課
程
を
修

業
し
て
い
る
母
子
家
庭
の
母
に
対
し
て

行
わ
れ
ま
す
。

【
給
付
金
・
支
給
額
・
支
給
期
間
】

◆
高
等
技
能
訓
練
促
進
費

　

・
非
課
税
世
帯

 　

  

月
額
14
万
１
千
円

　

・
課
税
世
帯

  　

 

月
額
７
万
５
百
円

※
申
請
月
以
降
、
修
業
す
る
全
期
間
毎

月
支
給

◆
入
学
支
援
修
了
一
時
金

　

・
非
課
税
世
帯

　
　

５
万
円

　

・
課
税
世
帯

　
　

２
万
５
千
円

【
対
象
者
】

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
市
内
に
住
民

登
録
が
あ
る
母
子
家
庭
の
母

①
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

る
こ
と
又
は
同
様
の
所
得
水
準
に
あ

る
こ
と

②
対
象
資
格
を
取
得
す
る
た
め
、
養
成

機
関
に
お
い
て
２
年
以
上
の
課
程
を

修
業
し
、
対
象
資
格
の
取
得
が
見

込
ま
れ
る
こ
と

③
就
業
又
は
育
児
と
修
業
の
両
立
が
困

難
で
あ
る
こ
と

④
過
去
に
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
及
び

入
学
支
援
修
了
一
時
金
を
受
給
し

て
い
な
い
こ
と

【
対
象
資
格
】

①
看
護
師

②
介
護
福
祉
士

③
保
育
士

④
理
学
療
法
士

⑤
作
業
療
法
士

【
支
給
申
請
の
時
期
】

◆
高
等
技
能
訓
練
促
進
費

　

修
業
を
開
始
し
た
日
以
降

　

（
申
請
月
よ
り
前
の
支
給
は
あ
り
ま

せ
ん
）

◆
入
学
支
援
修
了
一
時
金

　

修
了
日
か
ら
30
日
以
内

※
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
修
学

し
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
事
前
相
談
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
申
請
手
続
き
な
ど
に

つ
き
ま
し
て
、
福
祉
課
子
育
て
支

援
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

　
　
　
　
　
　

（
内
線
１
７
４
）

　

よ
り
良
い
就
業
を
支
援

母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練

            

促
進
費
等
事
業

　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
中
学
校
修

了
前
の
子
ど
も
（
平
成
７
年
４
月
２
日

以
降
に
出
生
し
た
子
ど
も
）
を
養
育
し

て
い
る
方
に
子
ど
も
手
当
が
支
給
さ
れ

る
予
定
で
す
。
た
だ
し
、
公
務
員
の
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
所
属
庁
か
ら
の
支

給
に
な
り
ま
す
の
で
、
勤
務
先
へ
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

“子ども手当”
についてお知らせします！
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習
え
る
「
社
交
ダ
ン
ス
教
室
」「
パ

ソ
コ
ン
教
室
」
の
ほ
か
、
楽
し

い
部
活
動
も
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
、
市
内
に
お
住
ま

い
の
60
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
入
学
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
お
気
軽
に
お

　

老
壮
大
学
で
は
、
今
年
も
毎
月

１
回
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
を
講
師
に
迎
え
た
講
座

の
ほ
か
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
ク
リ

ス
マ
ス
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
初
心
者
で
も
安
心
し
て

　

韮
崎
市
老
壮
大
学
入
学
者
募
集

楽
し
く
学
ん
で
生
き
が
い
づ
く
り

申
込
み
下
さ
い
。

　

な
お
、
見
学
は
、
常
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

■
対
象
者

　

韮
崎
市
内
在
住
の
60
歳

　

以
上
の
方

　

（
昭
和
26
年
３
月
31
日
以

　

前
に
生
ま
れ
た
方
）

■
入
学
金　

２
千
円

■
お
申
込
み
方
法

　

３
月
31
日（
水
）
ま
で
に
申
込
書
に

　

記
入
し
、
入
学
金
を
添
え
て
お
申

　

込
み
下
さ
い
。

※
申
込
書
は
福
祉
課
窓
口
、
並
び
に

社
会
福
祉
協
議
会
、
及
び
各
地
区

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
に
配
布
し
て
あ

り
ま
す
。

■
平
成
22
年
度
開
講
式

　

４
月
30
日（
金
）
12
時
30
分
～

　

市
民
会
館
５
階
大
ホ
ー
ル

■
ク
ラ
ブ

書
道
・
文
芸
・
手
芸
・
園
芸
・
写
真
・

華
道
・
舞
踊
・
囲
碁
・
読
書
・
詩
吟

■
教
室

　

社
交
ダ
ン
ス
・
パ
ソ
コ
ン

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
福
祉
介
護
担
当

　
　
　

（
内
線
１
８
０
～
１
８
２
）

　【年間予定表】 ※内容などについて変更の場合あり

月　日 講 演 内 容 講   師
4 月 30 日 開講式・特別講演 韮崎市長　横内公明

5 月 21 日
「悪質商法詐欺防犯啓発劇
～地デジ詐欺～」

シニアふる里劇団

6 月 25 日
人生１００年！心の元気が
人生を楽しく生きるコツ！

元ＴＢＳアナウンサー　
桝井論平

7 月 23 日
その日の疲れはその日のうち
に解消！！～あなたのカラダは、
疲れ蓄積型？疲れ消化型？

フリーアナウンサー　
小久保晴代

8 月 27 日 カラオケ大会・歌謡ショー 演歌歌手　大林杏奈
9 月 24 日 映画鑑賞「愛染かつら総集篇」 出演 / 田中絹代・上原謙 他

10 月 22 日 寄席（講師交渉中）

11 月 19 日 賢い消費者になるために
山梨県弁護士会弁護士
花輪仁士

12 月 10 日 クリスマス会・ビンゴ大会

1 月 21 日
芸を通じて学んだこと～笑い・
健康・生きがい～

ものまね・演芸家　
江戸家猫八

2 月 4 日
ストレスに負けない心と体づ
くり～実践！カラダほぐし＆
ココロほぐし～

健康教育コンサルタント　
堀内美佐子

3 月 4 日 修了式・大学祭

　 

   最近、県内の農業用ため池で子供たちが、魚釣りな

どに夢中になり誤って転落する水難事故が発生してい

ます。

　このような痛ましい事故を未然に防ぐため、子ども

たちが危険なため池などで遊ばないよう地域の皆さん

のお声かけをお願いします。

　次のことに注意していただき、水難事故から、自分

の、そして大切な家族の命を守りましょう。

ちょっとした油断や過信から事故は発生します。

◎ため池等の周辺で遊んでいる子どもを見かけたら注

　意の一声をかけましょう。

◎子どもの事故防止のため、ため池、沼等のそばでは

　十分に注意しましょう。

◎ゴミや空き缶などを投げ捨てないようお願いします。

■お問い合わせ

　農林課農林土木担当　（内線２２７・２２８）

ため池などでの水難事故防止について
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国
民
健
康
保
険
は
、
地
域
住
民

の
医
療
の
確
保
と
健
康
の
保
持
増

進
、
福
祉
の
向
上
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
保
険
制
度
の
安
定
的
な
運

営
を
維
持
す
る
た
め
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

　

万
一
の
と
き
の
大
切
な
制
度
で
す　

【
転
出
、
社
保
加
入
の
場
合
は
必
ず

届
出
を
し
ま
し
ょ
う
】

　

他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
り
、
会
社

の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
は
、
忘

れ
ず
に
国
保
の
保
険
証
を
返
還
さ
れ
、

国
保
を
や
め
る
手
続
き
を
14
日
以
内
に

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
国
保
税
が
課
税
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
学
生
へ
の
保
険
証
の
交
付
に
つ
い
て
】

　

在
学
中
で
、
住
所
が
就
学
地
に
あ
る

場
合
、
４
月
１
日
以
降
の
在
学
証
明
書

を
持
参
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
こ
の
保
険
証
を
交
付
さ
れ
て
い
た

方
が
卒
業
し
た
り
、
辞
め
た
り
し
た
と

き
は
、
た
だ
ち
に
保
険
証
を
返
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
新
し
い
保
険
証
を

         

郵
送
し
ま
す
◇

　

現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証
は
、
３
月

31
日
で
有
効
期
限
切
れ
と
な
り
ま
す
の
で
、

４
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
保
険
証
を
３

月
31
日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
期
限
切
れ

と
な
る
保
険
証
は
、
期
限
が
過
ぎ
て
か
ら

各
自
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保

険
税
に
未
納
が
あ
る
場
合
、
短
期
証
や
資

格
証
明
書
と
い
っ
た
期
限
付
の
証
が
届
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。
保
険
証
が
届
い
た
ら
、

記
載
事
項
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
間
違
い
や
異
動
が
あ
っ
た
と

き
は
、
必
ず
国
保
医
療
担
当
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
自
分
で
勝
手
に
訂
正
な
ど
を

す
る
と
無
効
に
な
り
ま
す
。

「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」

　
　
　
　
　
　
　

を
お
持
ち
の
方
へ

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
、
４
月

１
日
よ
り
窓
口
負
担
割
合
が
２
割
と
な

る
高
齢
受
給
者
証
を
お
使
い
い
た
だ
い

て
い
る
70
歳
～
74
歳
の
方
は
、
制
度
の

見
直
し
に
よ
り
、
引
き
続
き
来
年
度
も

１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て

は
、
新
し
い
受
給
者
証
を
３
月
下
旬
ま

で
に
発
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
４
月
よ

り
そ
ち
ら
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

「
子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
者
証
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

　

現
在
使
用
し
て
い
る
受
給
者
証
は
、

３
月
31
日
で
有
効
期
限
切
れ
と
な
り
ま

す
の
で
、
４
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る

受
給
者
証
を
３
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。

期
限
切
れ
と
な
る
受
給
者
証
は
、
期
限

が
過
ぎ
て
か
ら
各
自
で
処
分
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は

　
　
　
　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い
◆

①
４
月
１
日
以
降
75
歳
に
到
達
す
る
方

　

保
険
証
の
有
効
期
限
が
75
歳
の
誕
生

日
の
前
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
誕
生
日

ま
で
に
、
そ
の
後
使
用
で
き
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
が
別
途
郵
送

さ
れ
ま
す
。

②
現
在
、
退
職
者
医
療
制
度
（
保
険
証

　

の
右
上
に
退
と
表
示
）
の
対
象
者
で

　

４
月
１
日
以
降
65
歳
に
到
達
す
る
方

　

保
険
証
に
誕
生
月
の
末
日
（
誕
生
日

が
月
の
初
日
の
場
合
は
前
月
の
末
日
）

ま
で
が
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
で
あ

る
旨
、
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

退
職
扶
養
の
方
で
退
職
本
人
の
方
が
先

に
65
歳
に
到
達
す
る
場
合
、
退
職
本
人

と
同
日
ま
で
が
退
職
者
医
療
制
度
の
対

象
で
あ
る
旨
、
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
場
合
も
、
保
険
証
の
有
効

　

期
限
ま
で
は
、
同
じ
保
険
証
を
そ
の

　

ま
ま
利
用
で
き
ま
す
。

　

　

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
　

市
民
課
国
保
医
療
担
当

　
　

（
内
線
１
２
７
～
１
２
９
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
方
に
は
、

７
月
中
に
新
し
い
保
険
証

を
郵
送
し
ま
す
。
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金
属
・
鉄
の
鎖
等
）
が
混
入
さ
れ

て
い
る
と
、
金
属
が
処
理
場
（
峡

北
広
域
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
）
の

機
械
に
詰
ま
り
、
運
転
が
止
ま
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
止

ま
っ
て
し
ま
う
と
、
焼
却
炉
の
温

度
を
再
度
上
げ
る
た
め
に
多
量
の

灯
油
が
必
要
と
な
り
、
多
額
の
費

用
が
掛
か
か
る
た
め
、
結
局
は
無

駄
な
税
金
が
使
わ
れ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

※
可
燃
ご
み
の
袋
の
中
に
金
属
類

が
含
ま
れ
た
も
の
は
絶
対
に
入

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ら

は
、
不
燃
ご
み
と
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

　

こ
れ
以
外
に
も
、
資
源
ご
み
で

出
す
べ
き
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
可
燃

ご
み
の
袋
の
中
に
、
同
じ
く
ア
ル

ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶
や
ビ
ン
等
が

新
年
度
予
算（
案
）に
、

エ
コ
ハ
ウ
ス
設
備
の

設
置
に
対
す
る

補
助
金
を
計
画
！

　

ご
み
出
し
に
は
、
ル
ー
ル
が
あ

り
ま
す
。

　

決
め
ら
れ
た
日
時
に
、
決
め
ら

れ
た
方
法
で
ご
み
を
出
す
こ
と
。

こ
れ
だ
け
の
こ
と
で
す
が
、
守
ら

れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
可
燃
ご
み
・
不
燃

ご
み
・
可
燃
粗
大
ご
み
・
不
燃
粗

大
ご
み
・
有
害
ご
み
・
資
源
ご
み

の
６
種
類
の
家
庭
ご
み
を
収
集
し

て
い
ま
す
。　

し
か
し
、
そ
の
な

か
で
も
指
定
袋
に
入

れ
て
出
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
、
可
燃
ご

み
・
不
燃
ご
み
の
分

別
が
き
ち
ん
と
な
さ

れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
家
庭

か
ら
出
さ
れ
る
可
燃

ご
み
の
袋
の
中
に
金

属
（
針
金
の
ハ
ン
ガ

ー
・
カ
レ
ン
ダ
ー
の

 環境シリーズ

不
燃
ご
み
の
袋
の
中
に
入
っ
て
い

る
な
ど
、
分
別
の
ル
ー
ル
が
守
ら

れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

※
資
源
ご
み
は
、
各
地
区
の
資
源

リ
サ
イ
ク
ル
会
場
又
は
拠
点
リ

サ
イ
ク
ル
会
場
に
決
め
ら
れ
た

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
市
が
収
集
す
る
家
庭
ご

み
の
内
、
可
燃
ご
み
が
約
90
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
可
燃
ご
み

の
袋
を
重
く
す
る
原
因
の
一
つ

は
、
生
ご
み
で
す
。
水
分
を
十
分

に
切
ら
ず
に
出
さ
れ
て
し
ま
う
と

ご
み
の
重
量
を
増
や
し
て
し
ま
う

だ
け
で
は
な
く
、
環
境
衛
生
セ
ン

タ
ー
で
の
燃
焼
効
率
を
悪
く
し

て
、
余
計
な
燃
料
を
使
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
生
ご
み
の
水
分
を
十
分
に
切

る
等
ご
み
の
減
量
化
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
気
遣
い
で
出
来
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
の
正
し
い
排
出
に
つ

い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
と
し
て
、
環
境
に
や
さ
し
い
住

宅
用
設
備
（
エ
コ
ハ
ウ
ス
設
備
）

の
導
入
を
支
援
す
る
た
め
、
新
年

度
に
向
け
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
・
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
（
温

水
器
）・
高
効
率
給
湯
器
（
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
・
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
等
）・

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等
の
補
助
金

制
度
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
３
月
議
会

　

で
議
決
後
に
改
め
て
広
報
な
ど

　

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
環
境
政
策
担
当

　
　

（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

　

市
教
育
委
員

会
で
は
、
ス
ポ

ー
ツ
活
動
の
場

と
し
て
市
内
の

小
中
学
校
施
設

を
夜
間
（
17
時

か
ら
22
時
ま

で
）、
一
般
に

開
放
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
夜
間
に
グ
ラ
ン
ド
・
体

育
館
の
利
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、

毎
年
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
利
用
者
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
地
域
ス
ポ
ー
ツ
広
場
・
地
域
体

　

育
館
を
利
用
す
る
場
合
も
利
用

　

者
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
併

　

せ
て
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
登
録
方
法

　

申
請
書
が
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

　

記
入
の
上
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担

　

当
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　

（
韮
崎
市
営
体
育
館
内
）

　

☎

 

２
２
ー
０
４
９
８

夜
間
の
学
校
施
設
利
用
を

希
望
さ
れ
る
団
体
へ

「これは何ごみ？」
「資源ごみ？」
ごみの分別は
　しっかりと！！

速　

報

〈可燃ごみに混入が見られる金属類〉
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教頭賞
きゅう食で　すきになったよ　ちんげんさい
　

校
長
賞

「
い
た
だ
き
ま
す
」 

感
謝
の
気
持
ち 

わ
す
れ
ず
に

　

韮
崎
北
西
小
学
校
で
は
、
１
月
24
日

～
30
日
の
学
校
給
食
週
間
に
ち
な
ん
だ

活
動
と
し
て
、「
学
校
給
食
」
に
つ
い

て
子
ど
も
た
ち
の
日
ご
ろ
の
気
持
ち
を

標
語
に
し
て
も
ら
い
募
集
。
調
理
室
の

廊
下
に
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
た
く
さ
ん
の
標
語
が
貼
ら
れ
、
こ

の
中
か
ら
校
長
先
生
と
教
頭
先
生
が
ひ

と
つ
ず
つ
選
ん
で
、
校
長
賞
・
教
頭
賞

が
決
定
し
ま
し
た
。
選
ば
れ
た
植
松
さ

ん
と
功
刀
さ
ん
に
は
賞
状
と
記
念
の
手

作
り
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

  市では、学校給食からの食育の推進を行うため、
未来を担う子どもたちと市長との「ふれあい給食
会」を市内の小中学校で試食会を兼ねて行っていま
す。韮崎市では学校給食はすべて自校で作られ、食
材も一部地元で採れたものを使って、成長に必要な
栄養を考えた献立で作られています。
　今回は２つの小学校で給食会が行われ、北西小は
３年１組の教室で、甘利小はランチルームで３年か
ら５年生の児童らと一緒に給食を食べました。子ど
もたちは「給食は美味しい」と残さず食べていま
した。もちろん横内市長も完食です！今年度シリー
ズでお届けしたこの企画も、北東小を残すのみとな
りました。

食べよう！学校給食シリーズ Ⅴ

■お問い合わせ　
　教育課学校教育担当　（内線２６３・２６４）
　kyouiku@city.nirasaki.lg.jp

《甘利小学校　２月９日実施》

《北西小学校　1月２９日実施》

甘利小のメニュー：ひじきごはん・あじの
ピリ辛焼き・コーンとキャベツのおひたし・

すまし汁・きなこプリンなど

北西小のメニュー：鳴沢菜のまぜごはん・
くじら肉の竜田揚げ・甘酢炒め・すまし汁・

手作り抹茶ゼリーなど

市
内
小
学
校
食
育
活
動
通
信
！

市
内
小
学
校
食
育
活
動
通
信
！

～ 学校給食週間の標語募集「北西小学校」～

　教頭賞　功刀　瞳さん　　校長賞　植松　紅音さん
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２
月
10
日
、
韮
崎
小
学
校
の

４
年
生
50
人
は
「
味
噌
作
り
」

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

大
豆
を
軟
ら
か
く
煮
て
、
す

り
鉢
と
す
り
こ
木
で
て
い
ね

い
に
つ
ぶ
す
作
業
か
ら
始
ま

り
、
つ
ぶ
し
た
大
豆
に
塩
と
米

こ
う
じ
、
麦
こ
う
じ
を
加
え
さ

ら
に
「
ア
メ
」
と
呼
ば
れ
る
大

豆
の
煮
汁
を
加
え
て
ま
ぜ
ま

ぜ
・
・
・
。
手
が
か
ゆ
く
な
る

子
が
続
出
し
、
こ
う
じ
が
原
因

だ
と
い
う
事
も
勉
強
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
空
気
を
抜
き
な

が
ら
樽
に
納
め
て
完
成
、
仕
込

み
作
業
は
終
了
し
ま
し
た
。
４

年
１
組
の
子
ど
も
た
ち
は
「
最

初
に
大
豆
を
つ
ぶ
す
時
の
力
加

市内小学校食育活動通信！

～ さくらっ子みそ作り「韮崎小学校」～

減
が
む
す
が
し
か
っ
た
」
と
感
想
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。（
写
真
は
４

年
２
組
）

　

１
組
と
２
組
の
ク
ラ
ス
ご
と
に
完

成
し
た
味
噌
の
元
は
、
井
筒
屋
醤
油

㈱
さ
ん
に
一
年
間
あ
ず
か
っ
て
い
た

だ
き
美
味
し
い
味
噌
に
な
り
ま
す
。

出
来
上
が
り
が
楽
し
み
で
す
ね
！《完成した味噌の元》

　　

　　　　穂坂町では、穂坂小学校と公民館との
共催により「三世代の集い・ふれあい教室」を
開催しています。今年も１月１７日小学校を会
場に、小正月の行事や竹馬づくり、折り紙遊び
など地域の大人たちが経験してきた遊びや行事
を子どもたちと一緒に行いました。伝統文化の
継承と地域の交流を深める活動となっています。

市
内
小
学
校
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

～ 韮崎小学校 ～

～穂坂小学校～
穂坂町「ふれあい教室」開催

　平成２１年度火災予防啓発
　　　　コンクール「標語」最優秀
命の火　消さないために　警報器

　峡北地区幼少年女性防火委員会主催の平成

２１年度火災予防啓発コンクール「標語」で、

韮崎小学校６年生の高野潤くんが最優秀に、

優秀に田中美蘭さんが選ばれました。

　２月１６日、峡北消防本部で行われた表彰

式に出席した２人は「選ばれてうれしいです」

と楯を手にニッコリ笑顔を見せてくれました。

同じ韮小６年生の小宮山玲那さんが優良に選

ばれたほか、「絵画」には市内保育園から大勢

の園児が入賞し、この日表彰されました。


